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■製造業DXが抱える課題と背景■製造業DXが抱える課題と背景

⽇本の製造業のデジタル化は喫緊の課題となっています。経済産業省が2018年に公開した「DXレポート」には、過去に

オンプレミスで構築されたレガシーシステムに依存するリスクが⾔及されています。企業特有の仕様の複雑化や担当エン

ジニアの退職による仕様のブラックボックス化、また、システムで使⽤しているアプリケーションのサポート切れといっ

た⽼朽化などの課題があることから、企業がこれらのシステムに依存し続ける場合、2025年以降最⼤12兆円にものぼる

経済損失が発⽣すると指摘されています。

この様に、これからの製造業ではオンプレミス、フルスクラッチの開発に極度に依存したシステム利活⽤戦略から、クラ

ウド、汎⽤的なシステムの利活⽤と、企業の優位性の基盤となる独⾃システム開発の両⽴に移管していくことが求められ

ています。 

加えて、製造業では近年、多品種少量の潮流により⽣産計画が複雑化しています。製造過程では製品ごとに異なる多くの

製造条件を考慮して⽣産計画DXを推進する重要性が増しています。

しかし、スカイディスクが製造業従事者350名以上を対象に実施した「⽣産計画へのツール導⼊に関するアンケート」に

よると（※1）、実に80%以上が「未導⼊」「検討中」「過去に検討したが諦めた」と回答しており、本分野でのデジタ

ルツール活⽤が進んでいない現状があります。また、ツールを既に導⼊した企業でも、その90%以上が「運⽤に課題が

ある」と回答しています。  

■パートナー契約締結の⽬的■パートナー契約締結の⽬的

エスツーアイは、愛知県を拠点として製造業、中でも⾃動⾞業界を得意とし、業務基幹システムの開発から販売までを⾏

う独⽴系システムベンダーです。ITテクノロジーを活⽤して⽇本のモノづくりの企業価値をグローバルで強くすることを

ミッションに、DX環境構築を幅広く⽀援しています。
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スカイディスクは、AIを搭載したサブスクリプション型の⽣産スケジューラ「最適ワークス」の普及を通して、⽣産計画

を起点とした「⽣産計画DX」を推進しています。また、AIによりルーティンワークの効率化を図ることで、従業員に、

新たなスキルを学ぶ機会を提供するなど、⼈的資本経営の実現も⽀援しています。

今回、製造業のDX環境構築をする中で、⾃動⾞部品サプライヤーを中⼼とした製造業の⽣産計画に関するニーズに応え

たいエスツーアイと、「最適ワークス」提供により製造業のDXを後押ししたいという当社の想いが⼀致し、パートナー

契約締結に⾄りました。 また、今後は愛知県内にとどまらず、中部地⽅全域の⾃動⾞業界へも最適ワークスの普及を⽬

指しており、ひいては業界における「⽣産計画DX」を両社で推進して参ります。

■最適ワークスについて■最適ワークスについて

「最適ワークス」は株式会社スカイディスクが開発・提供する、製造業向けAI×SaaS⽣産スケジューラ（⽣産計画⾃動⽴

案システム）です。「いつまでに、何個、どの製品を」というオーダー情報から、AIが設備稼働・⼈員配置の割付け計画

を⽴案します。   

独⾃開発エンジンにより、マスター設定・修正にかかる⼿間を劇的に改善。製造業各社がスモールスタートでDXを推進

することができるサービスを実現しました。   

2022年4⽉に正式版をリリース、12⽉末時点で早くも70社を超えるお客様に導⼊いただいております。

製品サイト：https://saiteki.works/

 

■エスツーアイ株式会社 会社概要■エスツーアイ株式会社 会社概要

本社所在地：愛知県知多郡東浦町⼤字緒川字屋敷壱区34番地

代表者：代表取締役社⻑ 村瀬 ⻯雄

設⽴：2002年1⽉

事業内容：⾃動⾞部品製造業向け情報化サービス・IT製品販売

⽣産管理、原価管理、⽣産準備、会計業務のシステムコンサルテーション＆システム構築等

会社サイト：https://www.s2-i.co.jp/

■株式会社スカイディスク 会社概要■株式会社スカイディスク 会社概要

2013年の創業以来、製造業を中⼼に約200社のお客様と450件を超えるDXプロジェクトに取り組んできました。そこで

得た知⾒・ノウハウをサービス・プロダクトとして世の中に還元することが私たちの使命だと考えています。 

「ものづくりを、もっとクリエイティブに」をミッションに、デジタルを活⽤し効率化を推進することで、⼈が⼈にしか

できない創造的な仕事に打ち込む世界の実現に向けて、AIを活⽤したDX⽀援に取り組んでいきます。   

本社所在地：福岡県福岡市中央区舞鶴2-3-6 ⾚坂プライムビル4F 

代表者：内村 安⾥（代表取締役CEO） 

設⽴：2013年10⽉1⽇ 

事業内容：AIを活⽤したDX⽀援 

会社サイト：https://skydisc.jp/

※1 ⽣産計画へのツール導⼊に関するアンケート…製造業従事者 352名を対象に実施（期間:2021年10⽉〜2022年6⽉

https://saiteki.works/
https://www.s2-i.co.jp/
https://skydisc.jp/


）。⽣産スケジューラの導⼊状況について、導⼊前（未導⼊・未検討：35.2％、導⼊検討中：27.6%）が6割超。導⼊の

前後で課題にぶつかった企業（未導⼊・過去に検討したことがあるが諦めた：18.5%、導⼊済・運⽤に課題がある：17.

3%）が約4割を占めました。「導⼊済・運⽤もうまくいっている」と回答したのは僅か1.4%に留まりました。 

当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000066.000022401.html

スカイディスクのプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/22401

【本件に関する報道関係者からのお問合せ先】

株式会社スカイディスク 広報担当：福間 晶⼦

電話：0120-29-1331

メールアドレス：a-fukuma@skydisc.jp
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